
 

図 4 (a)水素ガス プラズマ無し 

    (b)水素ガス プラズマ無し 

ASDEXゲージの感度特性評価 

-高圧ガス環境下での感度とD-moduleプラズマ中のガス圧力挙動- 
Evaluation of the sensitivity characteristic of ASDEX type fast ion gauge 

― Sensitivity under the high pressure gas environment and 

the gas pressure behavior in D-module during plasma discharge ― 
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1. 概要 

ITERやDEMO炉において、ダイバータ領域での
中性ガス圧を測定することは重要である。ASDEX 

type fast ion gauge(AIG)[1-2]はITERでの圧力測定
に検討されている装置だが、数Paを超える圧力領
域での計測特性の調査は十分になされていない。
GAMMA 10/PDX[3]ではダイバータ模擬実験モジ
ュール(D-module)にAIGを設置し、圧力測定を行
っている。 

本研究では数Pa領域でのAIGの計測特性及び、
D-module実験でのプラズマ流入によるガス圧上
昇現象について調査した。 

 
2. 実験装置 
ASDEX type fast ion gauge(AIG)は磁場中での安
定した測定をするためにドイツの ”Max- 
Planck-Institut für Physik”で開発された熱陰極イオ
ンゲージである。 

基本的な計測特性は通
常の熱陰極イオンゲージ
と同等であり、電子電流
Iem、イオン電流Iion及び各
ガスに対する感度係数S

を得ることで測定圧力P

を求めることが可能にな
る。 
 

3. 実験結果 
 3-A.計測圧力上限とエミッション電流 

Arガスに対してAIGの
エミッション電流を
0.1mA~0.5mAまで変化
させながら測定を行っ
た。その結果、0.5mAで
は図2のような異常信号
が現れ、測定の上限圧力
は約1.5Paであった。 

一方で、エミッション
電流を0.1mAまで下げることによって5Paまで安
定した測定が可能であることが分かった。 

 

3-B.プラズマによる圧力上昇
効果 

D-module実験ではプラズマ流
入に伴いガス圧が上昇するこ
とが分かっている。本実験では
比較可能なデータを取得し、圧
力上昇の原因について調査した。 

圧力上昇の原因として 

1.リサイクリング効果 

2.プラズマによるプラグ効果 

が考えられる。上記２つのう
ち、プラグ効果はリサイクリ
ング効果の5倍程度圧力上昇
に寄与していることが確認さ
れた。 
 

4. 結論 
数Pa領域でのAIG計測特性
を行い、エミッション電流を
下げることでより高い圧力で
の測定が可能であることが分かった。また
D-module内では主にプラズマによるプラグ効果
によってガス圧が上昇していることが分かった。 

 

 ポスター発表では測定圧力上限とエミッショ
ン電流においてH2やHeガスの結果についても併
記する。またプラズマによる圧力上昇現象はより
詳細な計算結果を交えて議論する予定である。 

本研究はNIFS双方向型共同研究（NIFS16 

KUGM117、NIFS14KUGM086）の一環として筑波
大学と神戸大学間で行われたものである。 
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Fig. 2 Schematic view of the test stand. 

図 2 Arガス通常信号、異常信号比較 

図 1 ASDEX ゲージ 

図 3Arガス 

圧力 vs Iem 測定上限 
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